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編 集 後 記

昨年 生存者叙勲ガ行 ワレ ソノ中 ニハ医界関係者モア ツタ.勲 瑞 宝 旭 功 更 二金銀

杯等 ノ種類 トソレゾレニ等級ガ アル.誰 バー等 誰ハニ等 トイウ ヨウニ決 メル ノハ役人 トカ政治

家 デア ロウ.人 間 二等差 ヲ付 ケル ノハ 人間 ヲ侮辱スルモ ノ トモ云 エル.ソ レヲ返上スル人モ稀

レニハアルガ 多 クハ頂戴 スル.ソ レガ世 ノ中 トイウモ ノデア ロウ

◇

銅像 トカ記念碑 ナ ドトイウモ ノガァル.公 園ナ ドニ多 イガ 大学 ノ構 内ニモ見 ラレル.大 学構

内 ノモ ノニ就 テ考エテ ミル.明 治 大正時代 ニバカナ リ作 ラレタガ 近年デ モ記念碑等ハマダ作

ラレル ヨウダ 偉人 トカ特 二功労 ノァツタ人 ノ記念碑 ヲ建 テル ノハ必 ズシモワル クナ イガ 単 二

何 々教授退官記念 ト云 ウヨウナ碑 ヲ建テル ノハ ドウデ ァロウヵ.個 人 ヲ特別 二取扱 ウ感 ジヤ教授

ヲ偶像視 シテ イル感 ジガァツテ 古 イ時代 ノ臭 イガスル.大 学ハ旧習ヤ封建性 ノ特別地帯 ト世間

カ ラ見 ラレ易 イガ 碑等 ヲ建テル トー層 ソ ノヨウニ思 ワレルデ ァロウ イズ レハ門下生ガ建テル

ノデアツテ 師弟間二美 シイ敬愛 ノ情 ガ交流シテイルノハ結構デ ァルガ 碑 トイ ウ事 ニナル トア

マ リ感心 出来ナ イ 次 二国有 トカ公有 ノ土地 二個人的 ナモ ノヲ設置スル事 モ問題 ニナ リ得ルデ ァ

ロウ 更 ニ コソナ碑 ガ続 々 ト建 ッ トシタラ ソノ光景ハ見ル ニ堪エナイデア ロウ ー歩譲 ツテ

何 ラカ ノ記念 ニナルモ ノヲ残 シタイナ ラバ 目立 タヌ場所 ニ ササ ヤカナ碑 ヲ置 ク トカ 記念樹

ヲ植エル トカデ ョカロウ.卒 業記念樹等 ハ個人的 ノモ ノデナイカラ問題ハナ イ 大体 二形式的 ナ

事ハ世 間デ盛 ソニ行 ワレルガ ソレハ低俗性 ヲ帯 ピタ事ガ多イ。ナルペ ク高 イ精 神 ノ中二住 ミタ

イモ ノデアル.

◇

教援 トイウモノハ 昔ハ別 トシテ 現代 デハ民主的ナ意識 ヲ持 ツペキデ アツテ 自分 ノ立場 二

就 イテ特権 的ナ観念 ヲ持 ッベキデハナ イ.教 授 トイウモ ノハ地位 モ名誉 モァツテ コワイモ ノハ

ナク 経済的 ニモー応ハ安定シテイル カラ ヨイモ ノデ アル ト 自分 デ思 ウ事 ガ モシアル トシ

タナ ラバ ソレハ特権意識 二連 ラナル モノデ アル.ソ ノヨウナ気持 ニナ ラヌヨ ウニ 自戒スル事

ガ大切デ アル(昭 和40年5月)
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1.発 行は毎月(年12回)と し,年 間購読者を以て会員 とす る.

2.会 員は年間予約購読料金1,200円 を前納す る.1冊 料金120円.払 込みは振替 ロ座番号

京都4772番 泌尿器科紀要編集部,或 は第一一.SR行百万遍支店宛.

3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 地位,自 宅 開業の別,

送金方法を御記入の上編集部宛.
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原稿の種類は綜 説,原 著,臨 床報告,そ の他.寄 稿者は年間購読者 に限 る.

原稿 の長さは制限 しないが簡潔にす る.

原稿 は横書 き,当 用漢字,平 仮 名,新 仮名使いを用い,片 仮 名には括孤を要 しない.

字詰原稿用紙を用い ること.附 表,附 図はなるべ く欧文にす るこ と.

4.文 献 の書 式 は 次 の 如 くす る.著 者名:誌 名,巻 数:頁 数,年 次.

例.中 野:泌 尿 紀 要,1=110,昭30。Lazarus,J.A.J.Urol.,45:527,1941.

5.300語 以 内の 欧 文 抄録 を記 し,之 に は欧 文 の標 題,所 属機 関 名,
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ローマ字著者 名を附け,

な るぺ くタイ プライ ターを用い るこ と.希 望の場合は当編集部に て翻訳す る.抄 録用の原稿を送

ること.醗 訳の実費は 申受け る,
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7.校 正は初校のみ著者校正 とし,再 校以降は編集部が行 う.
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